
























































































































































































































ケットを転送する際に参照される．さらに， パケットの を つ減
らし，このパケットを再ブロードキャストする．




































































































































































































































































































































































図 では，マルチキャスト送信ノード はマルチキャスト受信ノード へのルートお
よびマルチキャストグループを構築するために に従って パケットをフラッ
ディングする． パケットには送受信双方のノードの アドレス，コンテンツを区別






更新処理を行い パケットを再ブロードキャストする 図 ．ノード に
パケットが届くか の値が になるまで を繰り返す 図 ．
ノード は，各方面から届いた パケットの中から最初に届いた パケットを




























































































































全受信ノードの平均パケット到達率を図 に示す．マルチキャストグループ数が ～ つ
の場合を除き，提案手法の方でパケット到達率の向上がわずかに見られる．グループ数が
～ つのとき，提案手法では制御パケット数が よりも多くホップ数がグループ数
















案手法によるホップ数の変化を表 に示す．表 に と提案手法の平均ホップ数






























従来の提案手法では受信した の と自ノードのノード負荷 との平
均を新たな としていた．これを式 に示すとおりに変更する．単純に平均を










































が最大となり， の平均ホップ数が に対して新しい提案手法では で
のおよそ の削減効果が得られた．
配信遅延
マルチキャストグループを ～ つに変化させたときの パケットあたりの平均配信遅延







図 ではマルチキャストグループ数が のとき，新しい提案手法における パケットあ
たりの平均配信遅延の削減率が最大となり， の配信遅延が 秒に対して提案手
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